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2019年春シーズンの「ふるさとウォッチングin安曇野」。数え
て28回目を迎える今回は、三郷野沢地区で4月14日に開催し
ます。安曇野市の最南端に位置する同地区は、西に河岸段丘
を持ち、背景の北アルプスと屋敷林、古民家の対比が美しい
田園集落の姿を見せてくれる、安曇野らしさ溢れる景観を見る
ことができます。
このエリアは、「安曇野ふるさと遺産」の第1号として認定され

、豊かに育まれた地域の歴史文化を次の世代に引き継ぐため
の活動を考え実践していこうとしています。まさに旬のエリアで
のガイドウォークとなりますので、皆様お誘い合わせの上ふる
ってご参加ください。（高）【別紙参照】

第28号

活動案内 安曇野環境フェア～屋敷林見学会

安曇野環境フェアに合わせて、毎年開催している屋敷林
見学会。今年は10月12日の午後、「安曇野ふるさと遺産」に
認定された三郷野沢地区で開催します。

当日は環境フェアの会場である堀金体育館の展示ブース
前に13:00に集合。屋敷林の展示内容の説明後、三郷野沢

地区に移動して屋敷林の集落を散策します。また、帰りに
は豊科郷土博物館にも立寄って、安曇野の養蚕業の歴史
についても学びます。

参加費は1000円で、事前の申込みが必要です。また、12
日～13日の環境フェアの期間中、市内の屋敷林や活動内
容の展示も行っていますので、是非ご来場ください。

屋敷林と歴史的まちなみプロジェクトがNPO法人安曇野ふるさとづくり応援団と共催している「ふ
るさとウォッチング」。29回目は、高瀬川と犀川に挟まれた明科七貴、荻原・塩川原地区。塩川原

には籾跡の残る弥生時代後期の土器が出土しており、古くから小規模な水稲栽培が行われた形
跡がありますが、段丘上に広がる広い土地で水稲栽培が出来るようになったのは、江戸時代に
開削された五ヶ用水のおかげと言っても良いでしょう。

荻原地区にある最初の五ヶ用水の終点から上流部、塩川原の屋敷群、石仏などを訪ね歩きま
す。開催は10月6日（日）、集合は荻原農村都市交流センターで、8時半より受付、13時頃終了予
定です。秋空の下、一緒に散策してみませんか？



ビューポイントあづみの～安曇野屋敷林ギャラリー

【屋敷林サポーター更新のお願い！】

安曇野の屋敷林の保全活用を目的に、2011年度に立ち上げた「屋敷林サポーター」。2018年度
の総会で規約を改正し、サポーターの会費は他の活動費と区分し、全額を将来創設予定の基金
準備金として積立てることになりました。
2018年度の「屋敷林サポーター」の会員期限は3月末となっています。2019年度の継続には年会

費2,000円が必要となりますので、別紙案内を確認の上、是非会員の継続をお願いします。
尚、9月末までに更新手続きがされない場合は、退会扱いとなってしまいますので、早めの手続

きにご協力をお願いします。

「ビューポイントあづみの」に投稿された、季節毎の安曇野の屋敷林を紹介する「安曇野屋敷
林ギャラリー」。今回は紅葉が美しい秋の屋敷林風景です。
「ビューポイントあづみの」は姉妹団体である安曇野百選プロジェクトが2012年12月に開設し、

投稿数約2200件、月間アクセスが約3000件を誇る安曇野の人気サイトです。是非、安曇野のお
気に入りの屋敷林風景の投稿をお願いします！

風景投稿サイト「 ビューポイントあづみの」 http://viewpoint.nagapic.jp/

古民家と北アルプス～安曇野市三郷明盛
茅葺の古民家と冠雪した北アルプス

段丘の屋敷林と常念～安曇野堀金下堀
河岸段丘の屋敷林と晩秋の常念岳

茅葺の彩り～安曇野市穂高有明
紅葉が美しい高橋節郎美術館内の生家


